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心
畿
分
お
く
゛
¨
気

こ
が
掲
載
゜
順
路
図
Ｉ
Ｉ
に
な
わ

れ
庫
ふ
、
昨
年
ま
で
こ
力
り
列
の
終

～
だ
っ
た
竜
皿
神
仕
境
内
を
て
ぷ
は

白
崎
公
園
藤
棚
哨
力
旧
債
に
変
更
し
、

石
臼
の
混
雅
を
緑
4
41
コ
る
こ
と
に
な
」

一一一一一一
千

万

_

レ

……

士
午
曜
〈
時
か
シ
桜
£
イ

お
ど
ロ
コ
フ
Ｆ
汗
よ
面
催
し
て
ま

っ
い
力
宵
に
新
鮮
抹
か
・
添
え
ま
す
。

　
々
お
、
間
闘
い
ぱ
毎
同
反
間
照
剛
を

穴

一一

谷
ま
す
べ
折
角
の
だ
の
し
い
ま
つ
‐

Ｔ
、
桜
心
仁
を
折
丿
ト
、
ぽ
ん
ぽ
‐

一
を
胴
片
‐
、
照
叫
い
球
に
世
石
す
る

「
ぺ
無
図
々
・
乱
暴
俣
い
為
か
毎
年

’
力
よ
勺
に
た
く
さ
ん
あ
い
ま
寸
・
労
」

・
も
た
ち
に
も
Ｌ
く
注
意
を
う
な
が
し
、

．
お
住
い
に
和
や
か
々
忙
口
京
し
た
い
も

ド
で
す
．

-
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・－一一一
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き
ま
し
て
は
一
八
ほ
八
千
六
胃
辿
‥
）
万

円
と
な
り
、
一
般
、
持
別
、
企
業
の
全

会
計
を
あ
わ
せ
ま
す
と
一
七
九
億
三
干

八
百
六
〇
万
円
と
な
‐
、
前
年
度
口
費
一

の
一
三
ハ
図
二
千
七
百
三
七
万
五
千
円
一

か
ら
λ
ま
す
と
、
四
二
死
千
百
余
万
円

一

　
以
上
、
本
年
斐
丿
算
の
概
要
を
申
し

あ
げ
ま
し
た
か
、
こ
れ
に
関
座
す
ろ
条

例
議
案
も
あ
わ
せ
て
ご
審
議
を
い
た
だ

き
、
ご
決
定
和
㈲
り
ま
す
よ
う
お
願
い

巾
し
上
げ
ろ
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
・
最
後
に
つ
け
加
え
て
申
し
ヒ
げ
て
お

き
ま
す
の
は
'
　
:
:
ｙ
人
医
原
の
無
料
化
Ｉ

に
よ
り
市
立
・
炳
院
の
入
院
片
塘
加
お
よ

び
市
医
師
会
か
ら
の
要
請
に
基
づ
く
緊

急
委
送
患
片
Ｉ
や
考
へ
脚
棟
の
増
築

声
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
準
備
完
了
を

待
っ
て
追
加
抽
心
に
よ
り
費
用
の
計
上

を
い
た
す
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

次
に
石
神
丿
地
区
圃
整
理
事
業
に
郵
引
き
続
い

て
行
な
っ
て
お
り
ま
す
第
二

心

‾'－･
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木
目
こ
こ
に
提
出
し
て
お
り
ま
す
中
小
商
工
業
、
特
に
転
拗
助
に
あ

昭
和
四
生
〈
年
度
ｙ
算
案
を
は
じ
め
る
農
業
の
近
代
化
対
策
も
強
力
に

関
連
廠
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
人
飛
進
さ
せ
、
理
想
的
な
均
衡
の
と

要
の
ご
黙
明
を
巾
し
ヒ
げ
た
い
と
存
れ
た
都
市
建
設
と
宇
活
の
場
を
乗

じ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
い
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
私
は
昭
和
一
干
四
年
市
長
に
就
征
　
な
お
、
懸
案
の
岡
多
線
鉄
道
や

以
来
十
二
年
問
、
常
に
収
勢
の
発
展
各
幹
線
道
路
の
琳
続
促
皿
と
、
教

と
巾
民
の
福
祉
向
上
を
こ
い
ね
が
い
丹
人
学
跡
地
へ
の
新
人
学
誘
致
、

山
積
す
る
事
業
の
遂
行
に
微
力
な
か
国
鉄
則
崎
駅
川
辺
心
都
巾
改
造
や

ら
企
力
を
つ
く
し
て
き
ま
し
た
が
、
巾
街
化
区
域
内
の
祁
巾
砲
・
設
の
整

幸
い
念
願
と
す
る
諸
事
業
を
い
さ
さ
俑
、
矢
作
‐
流
皿
包
作
ト
。
匹
る
下

か
な
り
と
ち
達
成
で
き
　
’
‐
‐
…
…
…
…
…
…
…
…
‐

有
巾
が
中
部
経
済
咽
の

地
方
中
心
部
巾
と
し
て

隣
接
川
巾
冷
と
協
力
し

て
広
域
。
行
政
と
取
０
組

み
囃
進
を
続
け
て
お
り

ま
す
こ
と
は
、
ひ
と
え

に
巾
議
会
を
は
じ
め
関

係
鍛
関
、
市
民
各
位
の

深
い
ご
理
解
と
ご
陥
力

に
よ
る
も
の
と
衷
｛
よ

り
感
勘
の
意
か
Ｉ
表
す
る

次
第
で
あ
り
・
ま
す
。

　
昨
今
の
社
会
情
勢
は

経
済
の
高
度
鴎
筑
政
策

に
よ
る
町
得
や
寓
の
増

加
と
と
も
に
、
社
公
資

私
の
た
ち
お
く
れ
が
指

摘
さ
れ
、
具
体
的
な
問

題
と
し
で
産
業
公
Ｉ
、

交
一
通
災
害
、
上
活
環
境

の
悪
化
Ｉ
が
も
ち
あ
が

っ
て
ま
い
り
ま
し
勺

こ
れ
ら
経
爵
開
発
と
社

公
開
発
の
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
の
解
決
を
図
る
た
め

地
域
自
発
、
産
応
振
興

の
ほ
か
、
ぺ
間
尊
重
を

根
幹
と
し
た
「
明
る
く

び
か
な
強
み
よ
い
愛
冊

の
あ
る
街
づ
く
り
」
は

地
力
自
知
‐
政
の
‐
面

の
重
点
施
策
で
あ
り
ま

す
。

　
昭
和
四
士
〈
年
度
は

特
に
法
易
施
殺
跡
地
の

人
半
の
処
分
が
こ
の
三

月
に
決
定
を
み
ま
す
の

で
、
こ
の
処
分
剰
余
金

氏

｢-･●7㎜

｜

ザ

川
す
べ
く
、
「
明
る
く
　
ト
ー
ー
ー
ー
ー

さ
か
な
住
λ
よ
い
愛
情
の
あ
る
街
づ

く
り
」
に
友
と
意
を
用
い
、
学
校

保
河
施
設
の
整
備
拡
充
、
図
脚
館
、

美
術
館
の
充
実
に
よ
る
教
育
文
化
の

振
興
と
胃
少
年
の
体
育
ス
ー
‐
ノ
、

ま
た
は
老
人
母
子
の
福
礼
淳
腱
生
対

策
を
重
点
的
に
と
り
あ
げ
る
ほ
か
、

上
下
水
通
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備

に
も
積
極
的
に
取
り
く
み
、
啓
‐
ら
に

　／゛嘱吟
ド

≒､｡〃~､、
心

一 一

-

西三河の各都市と歩調捕 リ

ヒ

え て

愛情ある街づくり推進へ努力

昭和46年度施政方針成Ｆニ]‾

水
沼
等
の
各
種
重
点
事
業
や
、
広

域
行
政
の
推
進
な
ど
璽
。
喰
な
問
題

に
直
面
し
て
お
り
ま
す
が
、
私
は

過
去
の
長
い
経
験
の
延
長
と
、
西

三
回
各
祁
旧
と
歩
調
か
揃
え
て
、

巾
民
各
位
の
・
信
頼
に
こ
た
え
る
べ

く
決
意
か
新
た
に
し
、
柚
励
す
る

覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
以
ド
旧
次
予
算
案
の
概
要
を
ご
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トこ、円だ

一
新
設
ヽ
心
急
貴
福
挨
糊
廠

⊇
Ｉ
噌
額
な
ど
ご
干
だ
凸
余
万
円
を

一
良
込
み
ま
す
と
と
も
に
、
明
年
度
、
老

Ｕ
言
言
岫
雖
且
牡
非
行
回
回
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ダ

労
働
文
化
会
館
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
建
設

民
　
生

i費

三
　
保
　
育
　
園
　
を
　
新
　
設

　
ま
ず
、
民
り
費
に
お
き
ま
し
て
は
、
の
．
部
糾
替
え
を
し
、
消
費
‐
行
政
対

さ
き
に
令
旧
に
さ
き
が
け
て
決
定
を
い

元

費
を
咽
工
費
か
ら
民
Ｉ
費
に
う
つ
し

緊
急
救
助
宍
役
を
果
１
　
所
要
経
町
を

も
組
み
入
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
公
開
対
策
に
つ
い
て
は
、
勤
一

方
目
少
年
ホ
ー
ム
の
隣
接
地
に
事
業
欝
一

六
千
八
百
余
万
円
で
労
興
文
化
会
館
を

商
工
費
国
民
宿
舎
周
辺
の
環
境
を
整
備

“r･_
Ｕ　犬

霖F!愛　ぱ
牡昌

いリ

　・会雖謔

五す崎　，ド仔

"

f゛

あ
ぷ
お
農
林
大
臣
賞
Ｊ
畔
芸
」
八
輩
付
謔
諮

英
奨
学
事
業
と
し
て
［
‐
木
口
火
余
］

と
２
　
　
父
涌
遺
児
育
英
会
」
が
あ
り
、
そ

の
奨
学
金
の
貸
り
条
件
な
ど
は
冰
の
と

お
り
で
す
。

　
日
本
育
英
会

す
。

　
　
一
般
貸
与

　
高
校
生
以
上
を
対
象
と
し
て
≪
J
I
S
す

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
、
大
学
で
六
、
〇
〇
〇
円
～

一
五
、
○
∩
○
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
奨
学
金
の
返
還
は
、
一
般
貸

当
す
る
額
を
返
涜
せ
ば
残
額
は

い
に
ご

れ
ま
す
。
い
づ
れ
も
在
学
学
校
長
の
推

と
し
ま
し
て
そ
力
経
費
一
回
　
　
千
四
日
円
に
引
を
．
Ｌ
げ
、
無
相
医
、
無
保
証
の

一
　
　
て
き
た
納
采
と
見
ろ
こ
と
が
で
き
る
よ
理
山
の
た
め
修
学
が
困
煕
な
ぶ
不
、
一
奨
学
蛍
月
額
は
高
校
で
呉
（
）
〔
〕
に

一
了
・
で
す
。
饉
勝
行
の
み
な
声
ん
は
つ
ぎ
。
高
佼
～
お
よ
び
同
じ
理
由
で
進
学
が
肉
円
、
高
専
で
三
、
〇
〇
〇
円
古
○
、

し
た
。

小
口
事
業
賢
金
剛
貧
制
度
に
よ
る
融
独
ら
に
利
ｍ
者
の
ふ
え
る
こ
と
が
予
想
さ

の
限
度
額
を
μ
し
万
円
か
ら
「
○
万

一
　
ｔ
、
、
、
、
、
、
、

優
秀
な
資
質
を
外
ち
な
が
ら
経
済
的
で
す
．

可
片
付
ヽ
漕
の
づ
恚
堅

湾
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
問
通
に
よ
り
、
さ

め
孚
吾
芳
円
乱
ヤ
レ
ま
一
回
防
屁
喘
賢
劈
に
箭

一 一 一 一

　
商
1
1
1
　
費
に
つ
・
き
ま
し
て
は
、
巾
小
企

果
対
策
と
し
｝
金
融
面
に
力
か
晋
で
ぎ

小
口
事
業
賢
金
剛
貧
制
度
に
よ
る
融
貧

し
て
お
口
ま
す
が
、
本
年
八
川
の
三
が
れ
ま
す
の
で
、
宿
舎
周
辺
の
整
備
い
だ

Ｉ
Ｔ
お
よ
う
な
み
ご
と
な
成
績
は
、
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
｀
Ｉ
ｊ
‐
ｒ
″
１
７
χ
‐
ｒ
ｙ
ｒ
Ｉ
ｆ
！
・
ｊ
‰
Ｉ
ド
ー
９
ｒ
」
卜
一
一
■
ｌ
ｒ

　
　
１
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
巾
小
企
業
融
資
の
ワ
ク
を
拡
大
…
…
…

経
済
的
迎
由
で
上
級
学
佼
へ
進
学
す
る

こ
と
が
困
難
な
中
学
・
高
校
生
を
対
象

に
進
学
前
に
奨
学
金
の
貸
与
を
予
約
す

る
も
の
と
、
高
校
以
上
（
大
学
院
を
除

く
）
学
則
・
生
徒
を
対
象
に
す
る
も
の

＝
優
等
賞
六
頭
の
豚
の
う
ち
、
合
歓
木

;
i
町
長
嶋
大
五
郎
さ
ん
所
有
の
啄
は
巾
で

？
）
ピ
カ
一
、
ち
脅
貝
と
し
て
晨
林
大
臣

　
　
　
'
･
m
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

・
」
し
｀
‐
’
全
｡
'
-
s
ｓ
:
＾
a
i
§
Ｑ
?
?
*
2
i
A
;
i
.
!
　
　
‐
間
、
安
城
農
林
高
校
で
行
な
わ
れ
ご
つ
艮
嗚
大
五
郎
（
渡
町
）
‥
目
二
頭
ｏ
一
る
も
宅
、
奨
学
命
月
額
は
、
高
佼
で
せ
ん
に
璽
づ
い
て
選
考
さ
れ
ま
す
。

添
削
燈
光

蒜
絹
縦
谷
Ｕ
Ｊ
に
≒
八
万
礁
記
☆
Ｈ
Ｈ

万

ぴ
～
■
;
…
i
e
i
≫
　
ツ
ド
バ
　
　
フ
　
　
ハ
頭
か
優
男
貧
を
獲
得
す
る
と
い
う
源
人
郎
公
歓
木
町
）
　
　
　
一
（
い
（
し
円
）
で
す
　
　
　
　
‘
い
ち
じ
る
し
い
徒
遺
障
害
に
よ
る
ヽ
経

金
ｍ
に
対
す
る
阿
金
心
預
託
金
と
し
て

　
　

　
　
　
抜
群
絹
あ
げ
団
休
滉
防
あ
｜
］
奨
学
金
の
返
還
は
二
十
年
以
内
に
全
済
的
理
由
の
た
め
、
進
学
す
ろ
こ
と
の

一
千
万
円
を
計
ヒ
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
万
せ
物
に
し
て
「
岡
崎
四
啄
こ
こ
に
あ
・
　
奨
学
金
で
学
ほ
う
　
額
か
返
す
こ
と
に
な
コ
に
い
ま
す
。
　
困
難
な
中
学
生
、
修
学
万
る
こ
と
の
困

一
一
。
’
？
。
、
、
、
、
ｌ
、
。
、
。
ｊ
、

　
　
　
了
」
と
大
い
に
気
を
ぱ
き
ま
し
た
。
　
豆
吸
奨
学
竃
応
体
は
、
令
国
に
多
・
特
別
貸
与
　
　
　
　
　
雖
な
高
校
生
を
対
象
に
、
奨
学
金
を
貸

梁
立
兄
を
眩
に
厨
　
一
i
　
Ｍ
ｔ
貸
六
頭
の
豚
冒
ち
、
合
歓
木
・
数
あ
Ｉ
す
ぺ
こ
の
う
ち
回
的
酉
こ
こ
に
優
秀
な
口
察
持
ち
な
ご
万
１
も
の
孚
。

　
奨
学
金
の
月
額
は
、
高
校
で
五
、
〇

Ｏ
Ｏ
円
と
な
ぞ
い
ま
す
。
　
　
一

　
奨
学
金
の
返
還
は
、
‐
収
斤
英
公
の

一
般
貸
』
と
同
じ
で
す
。

　
な
お
、
く
ゎ
し
い
こ
と
は
、
学
佼
ま

た
ぱ
、
県
教
育
委
八
《
総
感
謝
（
・
電
話

Λ
○
五
二
▽
九
六
。
六
〇
　
　
〇
）
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ポ
ル
と
し
て
そ
の
偉
冒
を
示
１
　
こ
と
と
蔵
市
政
に
何
か
と
ご
励
力
を
賜
わ
ぞ
‘
と
兄
込
ま
れ
る
財
源
を
確
保
し
ま
し
て

な
り
、
Ｕ
来
の
駿
小
難
ヽ
狭
Ｍ
な
ぷ
死
お
り
ま
１
　
非
常
動
の
敦
司
八
ヽ
消
防
こ
れ
に
あ
≒
Ｉ
い
ま
Ｉ

ｇ
ニ
；
’
ｊ
ｔ
ｊ
ぐ
ｊ
Ｊ
’
Ｊ
ｊ
ａ
ｊ
‘
！
Ｉ
Ｉ
｀
‐
‐
１
１
‐
Ｑ
ｊ
一
１
Ｉ
ｋ
２
１
く
ｉ
を
』
－
き
一
　
１
７
１
ｓ
ｆ
ｋ
Ｊ
Ｉ
ｉ

し
ま
し
た
、

　
消
費
片
行
皿
と
’
‐
ま
し
て
は
、
最
も

困
紅
t
*
川
聊
谷
り
ま
す
物
価
対
簾
に

納
極
的
に
取
り
く
‐
べ
く
、
回
収
機
構

笏
西
力
保
ｃ
園
を
直
営
で
．
旨
な
弓
よ
う
．
し
て
、
中
小
企
碩
の
．
振
興
か
図
っ
て
、

そ
の
経
回
不
四
百
句
円
４
　
計
ト
い
］
景
気
の
か
げ
‐
に
対
Ｌ
熱
意
を
傾
け
て

こ
の
四
月
か
ら
剛
嘲
す
ゑ
白
々
と
六
フ
融
竹
限
度
瓜
の
引
芒

S
i
'
似
育
園
を
巾
力
既
記
と
い
た
し
た
く
殼
整
備
口
金
、
巾
小
企
架
構
造
高
度
化
一
説
の
整
備
和
図
る
た
め
．
新
た
に
万
能
消

存
じ
ま
す
が
、
ま
ず
も
コ
来
年
度
は
隋
金
の
融
嘆
制
度
に
つ
い
て
も
、
’
部
毒
胆
か
両
人
す
る
ほ
か
、
清
掃
事
業
に

さ
れ
て
お
０
ま
す
保
｛
ぽ
の
運
穴
に
つ

い
て
は
、
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
・
令
公

西三河文化の殿堂美術館着工
一一
費

　
次
に
教
だ
費
て
あ
り
ま

す
か
、
本
年
度
は
、
特
に

リ

牡

牡回辨回川巾

七飯脂難

ｍ言輿川に

訴卜行雛削

ｍ記灘円

千年館成九七い11 活し活
龍脳七飯解

生_験年型／戸力契し仁慨ﾉ七上

九
百
。
り
円
か
計
０
　
し
て
ご

ざ
い
ま
す
。

学
校
の
学
佼
給
食
セ
ン
タ

ー
も
、
こ
の
三
月
に
完
成

し
、
こ
の
ぶ
月
か
ら
委
託

方
式
に
よ
り
稼
動
い
た
し
Ｉ

ま
す
僻
．
々
経
Ｕ
六
千
余
万

一 一 一

お
‐
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
夏
に
オ
ー
ブ
ー
ｙ
し
ま
し

た
国
民
宿
舎
桑
谷
山
汪
は
、
健
全
な
保

健
休
養
施
段
と
Ｌ
て
巾
民
の
利
川
に
供

一 一 一 一

も
の
に
つ
い
て
も
、
五
二
刀
円
か
ら
Ｉ

・
〔
石
万
円
に
引
き
‐
ヒ
げ
か
行
な
い
、
さ

ら
に
、
商
工
振
興
資
金
、
公
Ｉ
阻
止
施

４

-

激
動
す
る
具
茫
お
け
Ｉ
し
た
。

教

‥-

八

万ど

よ座
うを
ド

どル

育

勁
く
婦
人
公
館
や
一
昨
年
完
成
し
て
二

年
川
運
営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
如
労
・
肘

少
年
ホ
ー
ム
の
運
営
に
つ
ト
て
も
、
．

段
と
創
意
に
人
を
し
ま
し
て
数
多
く
の

昨
年
拾
エ
し
ま
し
た
巾
・
な
お
、
こ
の
三
月
に
完
成
岑
λ
ま
す

い
た
し
ま
Ｌ
だ
。
こ
れ
ら
迎
物
の
完
成

の
あ
か
つ
き
に
は
、
西
三
川
に
冠
た
る

文
化
の
慰
え
と
し
て
巾
艮
各
巨
の
清
川

一
を
川
待
す
ろ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

‘V

お
い
て
、
ご
λ
の
収
曜
を
無
料
に
す
る

と
と
も
に
、
収
集
限
の
増
大
に
そ
な
凡

て
術
Ｉ
セ
ン
タ
ー
内
に
二
十
四
時
間
一

五
言
丿
連
続
式
娩
却
炉
一
基
を
、
本

所
生
『
詩
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活
環

衛
生
費

費

||
木

遺
跡
改
良
者
灸
で

は
舞
末
蒲
郡
線
を

三
回
湾
ス
カ
イ
ラ

佻
の
新
設
を
は
じ

め
防
護
柵
、
反
射

鏡
、
水
銀
灯
の
ほ

か
、
通
学
路
の
舗

交通安全施設を一段と強化
　
社
会
資
木
の
整

俑
の
う
ち
で
最
も

竃
金
を
必
．
要
と
す

る
土
木
費
に
お
き

ま
し
て
は
、
緊
急

交
通
殴
令
対
策
と

－
－

余
万
円
を
、
声
。
ら
に
舗
裂
Ｉ
楽
と
し
て

一
回
七
生
〈
頁
力
円
で
延
長
六
万
一
千

二
百
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
舗
装
多
重
点

施
策
と
し
て
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

一 一 一 - -

ま
っ
て
補
止
計
上
す
べ
く
、
こ
の
予
算

’
．
は
、
Ｉ
業
認
可
や
国
軍
福
助
の
決
定
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
－
ｊ
　
♂
ｊ
－
－

　
総
務
費
関
係
と
」
ま
し
て
、
巾
０
　
舎
砲
に
よ
り
巾
民
に
関
て
る
一
層
の
サ
ー
西
工
一
言
見
○
万
円
に
対
し
、
歳
入
と

建
設
は
、
昨
年
四
月
に
着
工
し
ま
し
置
ピ
ス
向
」
に
ぢ
力
い
た
し
た
い
と
存
じ
万
万
前
年
度
心
業
績
■
Ｒ
ら
勣
案
し
て
巾

か
ら
、
い
よ
い
よ
本
年
九
月
に
は
完
皿
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
・
税
三
八
心
じ
干
じ
百
余
万
円
を
計
上
、

の
運
び
と
な
り
、
本
年
度
分
と
し
て
四
・
こ
の
ほ
か
、
各
私
に
わ
た
り
ま
し
て
な
お
余
力
か
吸
し
た
つ
も
り
・
で
あ
り
ま

ほ
一
〈
千
四
百
余
刀
円
を
見
込
み
。
完
成
職
員
の
給
与
改
定
の
小
年
度
化
に
伴
う
・
ず
。
こ
の
ほ
か
・
同
県
支
出
全
ハ
原
’
于

の
あ
か
つ
き
に
は
二
十
刀
洙
巾
の
ジ
レ
ー
町
要
額
を
計
上
し
ま
す
と
と
も
に
、
□
八
百
余
万
円
と
起
債
そ
の
他
収
入
確
実

総
　
務
　
費

導
人
、
腐
話
の
ダ
イ
ヤ
ル
化
等
の
近
代

設
備
を
幣
ぺ
完
備
し
た
サ
ー
ビ
ス
磯

-

　
区
画
整
理
事
業

　
木
巾
持
何
の
区
両
察
瓊
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
公
共
施
付
分
四
千
五
百
余

万
円
、
組
合
施
行
分
。
干
四
百
万
円
の

内
の
助
成
を
早
沢
、
事
業
の
促
進
を

図
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
岡
崎
駅
地
区
お
よ
び
甲
岡
崎

地
区
の
祁
巾
改
造
俳
某
に
つ
き
ま
し
て

9
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
舟
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
』

―
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
－
　
　
■
　
Ｉ
一
一
ｆ
″
ｒ
一
一
ｒ
ｙ
Ｃ
ｊ
ｌ
；
一
Ｊ
１
１
－

に
お
享
し
万
は
、
単
独
巾
心
に
よ
る
箭
に
よ
乙
刄
能
率
の
支
障
と
市
氏
の
冒
の
報
酬
な
ら
び
に
蒋
総
代
の
ぶ

事
劃
砦
に
と
と
め
て
あ
り
ま
す
、
　
不
便
尽
解
消
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
一
務
委
託
料
に
つ
い
こ
ぢ
若
十
の
増
額

来
岡
部
と
北
部
と
に
区
分
し
た
下
水
の

処
理
区
域
を
、
今
回
県
が
嘔
業
主
体
と

な
っ
て
計
画
し
て
お
り
ま
す
器
川
流

域
ド
水
処
理
計
両
に
歩
調
を
あ
わ
せ
て

こ
れ
に
紬
合
す
ろ
第
一
沢
下
水
道
整
倆

五
箇
年
別
画
を
策
定
し
、
巾
街
化
区
威

令
域
を
一
休
化
し
た
下
水
道
と
す
る
よ

じ
て
お
り
ま
す
。

　
法
侈
施
設
跡
地
等
の
会
計
に
お
き
ま

し
て
は
、
多
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た

跡
地
の
売
却
利
用
の
方
法
も
、
巾
議
会

の
委
員
会
を
は
じ
め
各
万
面
の
ご
□
意

の
も
と
に
、
そ
の
大
半
の
十
地
処
分
案

を
別
途
四
九
五
年
度
の
補
～
予
算
に
乱

″
ゝ
－
ゝ
ぐ
ｒ
／

一
セ
ン
タ
ー
慾
に
予
定
≒
、
申
否

二
懲
〈
千
万
円
で
も
っ
て
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ー
ト
造
り
五
階
建
７
　
第
一
柿
住
宅
一

三
〇
戸
を
計
画
し
ま
す
と
と
も
に
、
上

和
田
町
に
県
営
住
宅
～
の
○
戸
の
誘
双

や
信
川
あ
る
た
手
図
問
業
者
に
よ
る
良

好
な
住
宅
団
地
、
建
物
の
分
譲
計
皿
に

技
術
面
で
の
杵
導
を
し
て
そ
の
促
進
を

図
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
・
ま
す
。
こ
の

分
は
合
計
ご
吊
戸
に
お
よ
ぶ
Ｉ
崇
じ

て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
一

7J乞―舞木蒲郡線の道路を改良　土

農
業
指
導
セ
ン
タ
ー
跡
に

公
営
住
宅

住
宅
政
策
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
公

住
　
宅
　
費

！
／
／
／
１
／
ゝ
ｊ
ｊ

　
　
　
特
　
別
　
会
　
計

　
つ
ぎ
に
特
別
会
計
に
お
い
て
、
特
に
翌
お
し
力
も
と
に
、
換
地
の
過
不
足
を

例
年
と
変
っ
た
点
に
つ
い
て
．
二
・
三
池
算
す
る
た
め
、
徴
収
金
交
付
金
そ
れ

こ
の
事
業
認
可
を
ま
っ
て
、
昭
和
四
丿

六
年
度
と
し
て
．
執
．
行
す
べ
き
下
水
垢
管

渠
築
造
工
事
を
主
体
と
し
た
事
業
費
二

億
百
余
万
円
を
計
ト
い
た
し
ま
し
た
．

　
こ
の
ほ
か
、
水
洗
便
所
、
排
水
設
備

の
改
地
資
金
の
貸
付
伜
を
Ｉ
〇
万
円
ま

で
引
き
ヒ
げ
、
そ
の
普
及
や
図
る
べ
く

所
要
経
貿
を
附
～
す
る
と
と
も
に
、
従

来
衛
Ｉ
セ
ン
タ
ー
の
所
管
で
あ
っ
た
八

帖
下
水
処
理
Ｉ
を
下
水
穴
会
計
に
組
み

入
れ
て
、
一
貫
し
た
管
哩
体
制
を
整
え

ま
し
た
、

’
万
円
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
前
か
ら

申
し
上
げ
ま
す
。

・
ぞ
れ
一
元
八
亘
ハ
○
万
円
を
計
上
し
て

農
畜
産
振
興
に
補
助
金

六
ッ
美
に
青
果
物
冷
蔵
庫

米
作
制
限
等
に
よ
る
過
渡
刈
に
あ
り
・

農
　
業
　
費

χ
ゝ
～

　
消
町
費
で
は
、
晟
近
市
内
各
．
叫
に
お

き
ま
し
て
高
属
ビ
ル
の
建
設
が
著
し
く

な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
際
」
二
メ
ー

ト
ル
倣
ハ
シ
ゴ
付
消
防
車
祭
陥
入
す
る

と
と
も
に
、
団
川
消
防
巾
そ
の
他
消
防

施
設
整
備
賢
と
し
て
三
１
　
四
百
余
力
円
．

を
計
上
し
、
依
然
増
加
の
一
途
を
た
ど

る
火
災
に
対
す
る
防
災
体
制
の
確
立
を

急
ぐ
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
、

‐
‐
‐
’
‐
‐
‐
‐
－

消
　
防
　
費

五
百
余
万
円
の
一
般
会
計
へ
の
繰
人
れ

措
世
を
講
じ
ま
し
た
。

　
水
道
が
裏
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年

十
二
月
定
例
会
で
の
水
道
剌
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
庄
に
よ
う

て
。
本
年
二
月
二
日
づ
け
で
厚
生
大
臣

の
認
可
を
俘
ま
し
て
、
新
た
に
北
部
巴

川
に
水
源
を
求
め
、
ま
た
給
水
区
域
の

拡
大
を
含
め
た
笛
一
司
拡
屡
事
業
五
簡

年
副
画
で
の
初
年
涯
分
に
つ
い
て
三
千

イ
。
ぷ
。
ノ
ご
や
ｆ
Ｌ
穴
「
‐
ｚ
ｊ
Ｊ
ミ
一
く
『
し
１
戈
ぷ
巳
ｊ
ｊ
£
５
り
帛
。
１
、
一
『
ｙ
Ｉ
．
』
・
。
。
の
曽
、
三
回
ト
謁
申
び
と
、
う
人

う
目
下
こ
れ
が
事
斐
認
可
手
続
き
申
で
工
し
、
こ
の
繰
越
金
を
財
源
と
し
て
借

Ｑ
Ｗ
　
n
i
l
　
-
Ｋ
口

」リ
　
ー
。

こ
の
事
業
認
可
を
ま
っ
て
、
昭
和
四
十
友
金
の
返
併
と
、
そ
の
残
額
七
回
五
千

循
・
算
と
｡

v
^
.
l
｡
i
|
_
l
i
-

下
水
Ｉ
弱
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皿
事
業
の
迅
速
な
処
理
か
図
り
た
い
と
存
ぐ

　
汐
μ
‐
子
有
‐
叙
口
‐
回
痢
芦
．
‐
ｊ
μ
才
・
弓
ぎ
．
６
！
Ｖ
７
ｆ
乙
．
7
4
1
.
1
て
４
む
一

き
ま
し
て
は
、
本
年
度
冗
成
と
い
う
見
面
拡
張
市
業
に
つ
い
て
は
、
四
十
九
年

を
お
柚
い
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　
以
上
一
般
八
計
の
巌
出
総
廓
七
四
億

度
冗
成
咎
目
標
と
し
て
、
木
年
唇
厦

五
工
〈
百
余
刀
円
で
欠
作
川
‐
わ
水
源

の
改
修
、
只
営
水
心
か
・
受
け
て
酉
部
配

水
池
の
築
心
と
・
配
水
皆
布
設
工
事
辱
を

行
な
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
以
に
Ｅ
特
別
公
計
に
お
き
ま
し
て
は
八

六
隠
八
百
六
〇
刀
円
、
企
茉
会
計
に
お

公
害
係
を
新
設

ゴ
ミ
の
収
集
を
無
料
に

年
度
か
政
一
盾
年
継
続
で
増
設
す
る
計

両
を
た
て
、
そ
の
初
年
度
剽
業
費
八
千

万
円
を
・
剖
上
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
衛
Ｉ

　
９
に
公
Ｉ
係
か
新
設
し
、

騒
・
Ｅ
目
、
水
貫
を
中
心
に
公
害
の
煕
滉
と

そ
の
対
策
に
あ
た
ら
せ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
・

む
づ
か
し
い
問
題
で
あ
り
ま
す
。

　
木
年
度
は
、
農
家
の
自
立
省
力
祭
目

標
と
し
ま
し
て
、
中
小
農
具
の
貸
与
や

営
農
近
代
化
と
畜
産
公
害
防
止
に
対
す

る
た
め
、
農
産
畜
産
振
興
に
一
土
〈
百

余
万
円
の
補
助
金
を
計
上
す
る
と
と
も

に
、
昭
和
四
十
三
年
に
矢
作
に
迎
設
し

　
　
　
　
　
　
　
　
－

し
て
吹
矢
橘
歩
道
．
ま
し
た
青
果
物
冷
蔵
倉
庫
が
非
帛
に
好

が
回
訓
烈
琵
Ｕ
八
肩
壽
ぼ
浅
Ｉ
漂
鴎

で
、
本
年
度
は
六
丿
美
地
区
内
に
同
規

揆
の
冷
蔵
倉
庫
を
唱
案
些
一
￥
万
円
で

建
設
し
て
胃
示
物
の
格
価
安
定
か
Ｓ
り

を
〈
七
仙
以
冴
賞
ｎ
に
お
い
て
申
．
産
政
と
消
き
折
と

の
Ｉ
業
を
予
定
し
循
心
僧
心
で
も
ら
え
る
よ
う
従
来
ど
お

り
の
指
導
を
し
て
ま
い
ｎ
た
い
と
存
じ

て
お
り
・
ま
す
。

　
都
市
計
画
事
業

　
制
賀
計
叫
市
条
と
し
ま
し
て
は
、
前

　
　
　
　
　
き
日
名
物
線
お
よ
び
環

訃
に
絆

縦
ハ
吉
劣
一

円
を
剖
上
し
、
旧
名
物
線
に
つ
い
て
は

一
市
道
明
代
鏃
鯨
か
翫
研
姐
名
古
屋
岡
崎

「
線
の
交
点
ま
で
の
築
造
を
完
成
さ
せ
、

環
状
線
に
つ
い
て
は
、
川
地
費
を
主
体

」
と
し
て
一
部
材
木
町
地
内
の
築
造
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

　
公
園
の
維
持
管
理
費
と
し
て
は
単
所

分
二
千
万
円
を
兄
込
み
、
新
規
の
整
備

事
業
は
国
庫
補
助
の
決
定
を
ま
っ
て
迫

」
ま
す
農
政
問
題
は
、
重
。
要
か
つ
非
常
に
一
加
い
た
し
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。
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内　　容

　あなたか巾の行なう叫民健康保険の加入者の

　現当

一一

　岡崎ill"に１年以上引き続き住所を有すること。

　満VO歳以上のかた

あなたか健康保険，共済組合，国艮健康保険

組合，船員保険日雇労働者健康保険等の加入

酋の場合

　でも々かすぱせひy っれ妬二の臨にてま」剔友山さな　あ・いらる｀んでて-ー当を決で赤い-j- 児が資れく
8

る番点企な他・あもお金し算こ了■5
・公役率だ｀

　と大■ 輿とのづり，万りを　｀にのでラ経社txがもま

　l反のなでべと函翌耳又議貧弱余支と勾ぱに造　　ましい
　す市どもた批やn 公る‘ず考的｀他つ一;: oすのう
　る有者なと判』川止のこ鮭，兄な巾かた．刀　　・僅價
　丿又町えいおL 宛めうとﾀﾞ式川｀.立はらこ｀曲　?聊か
　外産るのりて公まちをのの間場スのとこ解　はら
　にははで巾い桂しに班吸契!発かボ介をうの　複λ
　は廠ず｀長るのたは案策分公｀1入非し焦　雑で
　誕合も会個の財゜異し上や社超ッが難だ｀　困｀
　ものな社人で産こ論だ従｀へ縁が多しレ点　雌ス
　私承くをはずをのもの業iのでiいたジ　　なポ
　有認｀粂一一･が私事あてIX

fi出，ろデのりャ　　･n ]

　化をま収昧｀有が丿すをの資カンで"■ [　　債ッ　す釘たるの前化巾だが巾権味かの｀経鹿　　にが

|

るて｀こ　にす一の｀心利式よ主，↑f　　　　あｌ　こ買こと主述る幇で巾にものい勣長曲を　　０デ

助成対象者
岡崎市に１年以上引き続き住所を有すること。

満io歳以上のかた

助成の内容

療養による医療費のべ

療をうけたとき，本人か医院等に支払う医療

費)………'su

療養による医療費の一部負担金（医院等で診

療を受けたとき，本人か医院等に支払う医療

費）………５割以内

助成の受け

られないも

の

入院の場合，ペット着知金，往診のときの車

代，薬を入れるビン等は助成の対象外となり

ます。

1.健康保険組合，共済組合等で家族療養費の

　附加給ｲiのある場合にはその額を差引きます

2.入院の場合，ペット差額金，往診のとき

　の車代，薬を入れるピン等は助成の対象外

　となります。

　りあ会　てて入?,ま八［_実貸実し　もを科　と

　まっでこい事「川四だ会こ施阿行卜
　すて質れ．業札tl: ｀がのしのさ使育採用｀地で
　゜議問ら尋公にはlii- 行万だ力せ川館でし国｀き
　　公かの・社は巾4t理式かかる卜It:すた何住ま
　　とあ問　びi市内公でをヽ赤だけ｀゜も昌物せ
　　しロ題　理ののtl: る取休今め巾管　の蛮なん
　　て｀心　小場八がこり育が｀が理　でのど　一

　　は'1 "^　゛合表-・と止館少開き資　　｀貸而
　　了当－・　ッと的ぶにめとく宛めか　他卜哲
　　承陥部　?T

司な人し　｀し適公だ多　の料町
　　さのは　っ尽^ .Si 札ま巾で当tl:とく　市原産
　　れOil服　ての行しし款のとへおか　"#1" 足ひ

|

で朗の　卜方｀たた育　し無りか　品基貸　　おが脹　っ Ji ■■-｀指1.気息で償にる　産摩け

指定療養

取扱機関の

範囲

岡崎市内および額剛郡の自沈，診極所，また

は藁局です。上記の医公機関以外で療養した

場合には，療養費払の取り扱いをいたします

から老ぺ医嶮助成金交付申請の手続きをして

ください。薬剤は医師の処方滉がないと対象

できません。

岡崎市内および額田郡の病院，診療所または

薬局です。上記の医療機関以外で療養した場

合には療養費払の取り扱いをいたしますから

老人医療助成金交付申請の手続きをしてくだ

さい。薬剤は医師の処方笥かないと対象でき

ません。

　　(･".　いにか今意らでス毒スをに　」壌
　のガプよつめ後やの負漏’ごの出よ阿児最　　‘
　よスロ　うい｀こ｀原暢れ二不しっ崎事近　い容パにてブう器囚’佇馮名完たて-■■h 政各　フタ

　-’;器ンお1･口し貝はをに死全市建てが地　　　＾
　霖はがね分パたのい山よ亡が流故斗勿も統で［1:1］
　に直スが汪ン惨不ずしるし焼やがプ出づ
　お削使い恵が-i･良れて爆かに人京口し口　　Ｏ
　き･日用ししスをにもお宛-iによ浴焼パでパ丿%
　ま光上まての繰よ収りmり■≪ っ申しンおン
　しをのす｀貯ロる扱ま故｀てフ｀がりが
　よき注　・が蔵返もいすがそ- ロ死ス孚ス　り　うけ索K　故収さのの「’発の酸八名の" に　11ジヂ

|　

゜通事　の徴なで不こ上ﾄ山叱し一一引「｀よ　　風項　ないいす庄れしが中が名六　る　4?f「

ぉ医者に

かかるとき

医院等で診療を又ける場合は，老人医療賞助

成資格乱と国民健康保険被保険者証をいっし

ょに窓口に提示すると一部負担金は無料とな

ります。もし老人医康賢助成資格証.を医院等

の窓口に提示しないと一郎負担金(3割分）

の診療費を支払わなければなりません。

医院等で診療を受ける場合は, 老人医療費助

成資格証と健康保険被保険者証をいっしょに

窓口に提示してください。老人医療費助成資

格証を医院等の窓口に提示しないと後日一部

負担の療養取扱機関証明をもらうことかでき

ません。

　　　･i、　I*.　　　　、●　　･●　　　●　心/rﾉし時の器かがゴけ接器ボ配し燃火よP 地

ま/々が具えてムま続排ン瞥まえ余ぅＴ屑く雰乙〉
し石スやまきホし部似|』べぱし易よ　■ フ;･>
ょけもコして１　ょには側金ょぃ○　斗に
ぅんれッょぃスぅぱ三〇Wi ぅも二こ　でよ　　｜
’゜水をクぅるにＯ ホメ　｀管　･Iのメ　しり　．

　等床｀　゜助き　　｜　｜二で　を１　　っ倒　正　、
　を然ゴ　合ず　ストメ　｀　」甘卜　かれ　－｀
　傘にム　は｀　パルｌゴ　から　目な　し
　っ町水　早ひ　ン以トム　な以　固い
　万ぐＩ　目　゛ド内ルホ　ぃ.1-.　定よ　い
　検だス　に舗　をと以、i　　ょは　しぅ　脊や忿　腎台　が≒町でl　j1乞　芒ぶ　貯

　　,●、　’－　J･　　　　･●　　　　･●　蔵
ぅ器外Aに否い燃まて心ばこy気持ちガニI
習只出庖禿冗炎焼し貼を低口丿にのスン　取
臍の｀'m上全の器よい肖ぃパを皿を間口
をコ就しじ燃と具ぅが賢所ン設呂使具｀　扱
つッ寝千人焼き使■^な｀にがけ釜川はイ
けク等入変では川　く窓滞スまにし-7 1ヽχ,ヽ
ま　のを危－｀巾　なや凶がしはてロ!
り奥麗望準腎崔友　j?ﾀﾞ謡5 高5帽?にて　を

ぅにはしす榔不色　でとのに　゜球にが瓜　　｜
゜閉｀ょか素足ぃ　換をでも　気注スド

　め元ぅらかに炎　気全｀れ　□意辱釜
　る栓　´｀多よｂ　を開火だ，とし用等　ょφ　時量るぷ　ししの時　通｀のの

助成金の

申請手続き

隠li§ll/と額m郡以外の医療機園で療養を受け

た場合は療養に要した費用を助成金として交

付しますので，岡崎市老ぺ医療助成金交付

巾乱書を市役所または支所へ挺出してくださ

い。用紙は市役所，各支所にあります。

つぎの書類などをそろえて市役所または支所

までおいでください。

1.岡崎市老人医療費助成資格証

" 2,岡崎市老人医療助成金交付申請書

　3．療養取扱機関証明（上記申請書について

　　おります。）

　4．印鑑

　療養取扱機関証明は療養を受けた月を単位と

　しますので，翌月の14日までに市役所または

　支所へ提出してください。用紙は市役所各支

　所または医療機関の窓口に備えてあります。

助成金の

支払い

岡崎巾老人医療助成金交付申請書を審査のう

え希望の銀行または信用金庫等預金口座へ振

込みます。

岡肩市老人医療助成金交付申請書を審査のう

え希望の銀行または信用金庫等預金口座へ振

込みます。

叉給資格か

なくなった

とき

市外転出，死亡のときはこの助戊が又けられ

なくなりますの凪受給資格考証をすみやか

に巾役所または各支所へ返してください。

市外転出，死亡のときは，この助成か受けら

れなくなりますので，受給資格者証をすみや

かに市役所または各支所へ返してください。 　い年さなさ法蔵⑤だけだ父つ児日義　へは給保
　なのれいれ令棄父はかは吋I:' ‘.V｀;の務▲巾四い護児岡
　い所たでてにしま母廃母かのが属教巾請月だ巧弧　回|匹づ匹示ぶ4ﾐ謡吊含乞い四旱い賤幣

　・つ石し児引るけタレ　しそれこ学i’詫.捉目すたの遣
　　面除た童彦y已力ぷか這iし角早かとり丿前町出まのに知児
　　嶮く児(7) 統童引明にた澗に▲の⌒のしでで¬進

l　

l　　　　　　　　　　乱　　舌

　　を保父婚甲まきで児妙児す斤をオ目だ務当手力ヽ?「

加入保険の

種類を変更

したとき

加入健康保険が変更になったときは‥新しい

健康被保険所証，老人医療賢助成資裕証と印

鑑を持って市役所または支所へ届けでくださ

い。

加入健次ほ険か変更になったときは，新しい

健康被保険者証，老人医療費助成資格証と印

鑑を持って市役所または支所へ届けてでくだ

さい。

詳細についての問い合わせは事務部仕会課へご連絡ください。　　　　　　　　　　　　Ｍ　帽言言且且竹鋸ｽﾞ
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会
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第日回岡崎巾'剣道野試訃大公
　　　　　　　(小・巾・高・一般の部)

り↑j･尺総合卓球人会
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ｊ
会
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力一大公(一般の郎)
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岡崎の桜まつり

　事　　　　名　　｜期

々
μ

//

/ﾉ

が
μ
か
μ
か
か

し
々

'/

'/

//

μ
が
　
々
　
μ
μ
　
μ

μ
が

◆
春
の
草
花
と

一
　
　
観
葉
植
物
即
売
会

一
岡
崎
配
巾
人
化
励
会
で
は
、
化
一
ぽ

い
運
動
の
．
・
環
と
し
て
Ｉ
の
草
花
と

一
観
漬
物
即
九
尹
を
ヽ
巾
内
Ｉ
産

亙
の
協
力
を
付
で
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な

の
標
準
価
格
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
、

‐
融
。
食
率
は
、
中
小
企
叉
ま
た
は
中
小
企

ｔ
力
け
休
九
〇
〈
－
セ
ン
ト
以
内
、
そ

・
力
他
力
企
莱
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
「

福
祉
八
〇
八
Ｉ
セ
ト
ど
ヾ
利
率
目
巾

小
企
歌
集
〈
分
」
匯
。
人
企
菜
年
七
分

･
｡
巾
込
先
＝
巾
内
の
ほ
と
ん
ど
の
銀
行

川
崎
』
川
金
庫
■
'
そ
の
他
＝
く
わ
し
く

は
、
公
八
職
芋
女
・
短
所
ま
た
は
取
扱
金

融
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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時
か
ら
▲
場
中
・
驚
川
公
園
▲
即
充
品

　行

６回

ざ

一 一 一 一

＼崎｢ば民サ ７

　
撮
火
　
刀

く
真
　
文

　
写
花

り
い
雁
比
　
づ

‐
忖

　照

ンク

　史

第
夜

ｎ
桜まっ

厦
腱
放

―
『
ｒ

飼
犬
こ

叶

づレ人

巾

三
郷
美●

康ま

肺.1

　岫

岡時子ど

つ

七
紐
市

も サ

　
　
　
真
ア

’
｀
’
乃
河

丿
史
り
Ｉ
～

□

カ

　民　川

.存季岡崎i

マチ，ア

搬影コン ク

　評

柳　犬

将枇

　
　
　
Ｊ

　
　
　
　
Ｉ

家
歴
家
第
錦
岡

昭和l'i年度

ま
大 ノ々

　
　
一

つ
レ

リ
ド

楽

消
音

オ －

ヒー

桜まつり第1回民謡おとりコン

　ルモーターショ

ーキャラバン隊無料接

と音楽人演奏

;J茶公・いけ花

盆石彩石　画

　R ／C　飛行

クール

第6叫聞峙市巾学校軟式野球人会

】
待
会
展
展
会

菱

本コ

一

一 ｊ
一

巾
流
流
イ

崎
風
川
オ

‐
岡
薫
細
ア

1●

岡崎巾民総合バレーポール大:

　　　　　(中・扁●--･搬の

岡崎市婦人レク'J .T.－ション

第i7回

第e回

会
八
一

闘技大日本土佐犬

　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
ｊ
♂

忌
会
部
会
会
大
部

　
ご
べ
大

覧
御
に
呻
旬

大

　拓　　展

　公3 5 5年

　岡崎市民総合ソフ

　市　民　俳

凰　短　歌

康
回
　
崎

中
魚
家
第
　
岡
鳳

第26回岡崎市民総合バスケットポール.
　　　　　　(巾・高・一般・実業団の

昭和祁年度春季岡崎市民射撃大会け哨!^

蕃・’･

第10回

ボクシング大会

　　　(丿^朗

　　形　　J

　　　の

第胎|愛i東西対仇

へ

舞

木
仕

‐
謡

(一般の

　人　・

第7 IIII剛崎ill庭球人会

西　川　流　舞　岫

い
ま
す
の
で
、
多
数
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
λ
、
お
で
か
け
く
だ
さ
い
、

　
▲
目
時
～

・
－
ク
ル
ー
、
レ
ー
ン
ー
の
草
花
と
観

竃
賦
物
▲
販
売
価
格
‐
‥
市
価
自
制
女

一 一

◆
希
望
の
森
の
植
樹
を
ど
う
ぞ

　
き
た
る
四
月
十
八
口
（
日
）
午
前
十

時
か
ら
、
弟
ご
回
希
り
の
森
山
植
樹
式

か
‐
な
わ
れ
ま
す
か
、
現
任
、
秋
の
記

念
植
樹
の
・
巾
し
込
み
を
受
け
つ
け
で
い

ま
す
い
で
、
．
ご
希
望
の
か
た
は
ぜ
ひ
お

巾
し
込
み
く
だ
さ
い
．
．

　
・
・
植
樹
時
期
～
‥
十
、
月
ｈ
旬
・
西
木

代
九
、
〇
〇
〇
円
・
’
受
付
場
町
＝
供

祭
部
巾
民
諜
ま
た
は
岡
崎
｛
年
公
議
所

ら
乍
包
し
、
趣
抹
を
豊
か
に
す
る
た
め

の
謡
Ｓ
を
つ
ぎ
の
と
お
０
開
設
し
ま
す

　
受
講
を
希
｝
誤
れ
る
か
た
は
お
巾
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
▲
講
座
心
仙
類
家
庭
料
理
・
ベ
ン

貿
子
・
続
物
・
染
色
・
ソ
ー
フ
ワ
ー
デ
ザ

イ
ム
▲
巾
込
Ｉ
略
り
巾
内
に
居
Ｉ
す
る
・

働
く
婦
ぺ
［
・
家
庭
］
主
婦
金
谷
）
▲
一

申
込
川
目
－
四
月
申
八
‐
（
ロ
）
午
的

１
　
時
か
ら
元
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

受
け
付
け
は
午
後
六
峙
ま
で
、
定
員
に

な
り
次
第
締
切
り
ま
す
▲
申
込
場
所
＝

伊
賀
町
字
峠
四
一
岡
崎
巾
働
く
婦
人
会

館
▲
受
講
料
え

等
は
必
要
で
す
）
そ
の
他
、
く
わ
し
く

は
教
育
委
員
公
社
公
教
育
Ｉ
へ
お
閥
い

介
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
市
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
設

　
昭
和
四
十
六
年
哩
慨
民
ス
ポ
ー
ツ
教

室
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。
ご

希
望
の
か
た
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　
Λ
子
ど
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

Ｖ
幼
稚
園
～
小
学
ご
￥
男
女
一
〇
〇
名

小
学
四
年
上
〈
年
男
女
一
〇
〇
八
〈

贈
は
ぽ
頌
詩
冷
汗

六
午
女
子
三
〇
名
、
Λ
子
ど
も
サ
ッ
カ

ー
ス
ク
ー
ル
Ｖ
小
学
五
年
男
恚
Ｏ
Ｏ

名
、
小
宝
〈
年
男
十
一
〇
〇
名
、
巾
学

一
年
舅
子
五
〇
乙
、
△
少
年
空
手
道
教

室
▽
小
学
一
年
上
ハ
市
子
三
〇
名
、
一

Λ
子
ど
も
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
▽
小
乍

四
l
i
r
H
h
子
三
〇
名
、
小
孚
五
年
男
子
三

〇
名
、
小
里
〈
年
郷
子
一
汚
名
、
Λ
子

ど
も
体
育
教
室
し
小
学
三
年
男
玄
一
五

私
、
小
学
四
年
舅
女
二
五
呂
、
小
Ｉ
五

￥
男
息
一
五
気
小
学
六
年
男
々
二
石

Ｘ
'
　
■
■
子
ど
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
～

小
学
五
王
八
年
叫
乍
Ｏ
Ｏ
Ｚ
、
い
乗

馬
教
室
。
小
Ｉ
円
交
丘
汽
申
す
男
女
一

五
汽
高
校
舅
ぢ
ｙ
、
Λ
な

芸
゛
半
ぶ
不
設

淳
牡
」

子
二
〇
名
、
〈
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
教
室
Ｖ

巾
内
に
在
住
の
主
婦
　
　
〇
〇
名
、
Λ
少

年
剣
道
教
窒
▽
小
｝
三
Ｉ
上
〈
年
男
子

三
〇
X
I

　
・
、
申
込
方
法
し
は
が
き
に
希
り
す
る

ス
ポ
ー
ツ
教
冤
名
、
参
加
す
る
ｙ
力
Ｕ

所
、
氏
名
、
性
別
、
電
話
番
号
、
ほ
護

俘
氏
名
、
学
校
咬
学
年
を
潜
キ
。
人
れ

て
岡
崎
巾
十
王
町
二
丁
目
几
岡
崎
巾
旅

｛
屡
員
余
内
巾
民
ス
ポ
ー
ツ
旅
蚕
係
ま

で
お
巾
し
込
み
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
い

モ
｝
ぱ
あ
と
か
ら
連
絡
し
ま
亨

　
・
・
締
切
‐
四
月
十
七
目
（
土
ビ
雨
午

必
曽
、
巾
し
込
み
多
数
の
垢
八
‥
は
、
。
心

員
に
７
０
次
第
締
切
‐
ま
す
。

◆
知
っ
て
お
ト
ク
な
ダ
イ
ヤ
ル

　
市
外
通
話
の
知
識

こ
Ｏ
Ｏ
番
通
話
の
Ｉ
プ
ッ
シ
ュ

　
。
０
０
番
申
し
込
み
ぬ
市
外
通
話
は

　
夜
開
創
引
の
は
じ
ま
る
夜
の
八
時
か

　
ら
九
吽
半
ご
ろ
に
、
い
ち
ば
ん
混
み
Ｉ

　
今
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
時
間
で
Ｉ

　
も
ダ
イ
ヤ
ル
巾
外
通
・
話
な
ら
。
心

と

　
ず
に
、
す
ぐ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
一

･
'
;
ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
話
は
　
　
　
・

▼
心
外
局
番
に
つ
づ
い
で
、
巾
内
局
函

　
‐
‐
加
人
者
番
号
の
順
に
ダ
イ
ヤ
ル
し

　
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
賜
所
、
途
巾
で

　
四
秒
以
上
休
む
と
切
れ
て
し
ま
い
ま

　
す
か
ら
つ
づ
け
て
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く

　
だ
芦
『
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
メ
モ
を

　
見
な
が
ら
止
確
に
。

▼
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
終
っ
で
か
ら
、
Ｌ

　
ぱ
ら
く
（
五
秒
九
五
秒
）
ウ
『
‘
と

　
も
ス
ン
と
も
聞
こ
え
な
い
こ
と
が
あ

　
‐
ま
す
が
、
叔
障
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
そ
の
ま
ま
お
待
ち
ぐ
だ
さ
い
。

▼
‐
金
は
距
離
に
よ
っ
て
七
円
で
か
け

　
ら
れ
る
秒
数
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
州
崎
か
ら
名
古
屋
へ
は
三

　
〇
秒
、
巫
示
へ
は
五
秒
（
夜
間
は
几

　
秒
）
で
す
。

突
発
患
者

の
た
め
の

緊
２
　
　
当
直
担
当
時
間
午
前
八
時
？
翌
日
午
前
八
時

　
0
　
文
中
ゴ
シ
ッ
ク
の
略
号
は
内
科
ま

た
は
小
児
科
・
外
科
・
産
婦
へ
科
・
皮

泌
科
・
耳
鼻
暦
喉
科
・
眼
科
で
す
。

　
△
四
月
四
日
｀
内
－
長
嶋
（
両
町
）

新
海
（
仮
座
）
山
を
羽
Ｉ
外
＝
林
（

伊
賀
）
内
＝
加
。
曝
（
明
人
か
）
皮
＝
松

Ｑ

眼
＝
矢
藤
（
能
呂
Λ
四
月
十
一
日
Ｖ

内
＝
オ
ハ
う
（
中
町
）
長
坂
（
能
見
）

岩
瀬
（
福
岡
）
外
日
長
坂
（
能
昌
産

＝
伊
藤
（
六
供
）
皮
＝
端
本
（
康
り
南

）
耳
＝
巾
村
（
六
供
）
眼
＝
粟
詔
（
鴨

田
）
Λ
四
月
十
八
日
▽
内
＝
水
野
（
明

大
宮
ぷ
i
i
ｘ
:
ｉ
町
）
が
所
「
怒

一 一 一一 一

外
り
竹
内
（
松
収
）
産
．
日
須
川
（
六
鴎

）
皮
礼
一
扇
（
康
生
而
）
耳
目
殷
堂
（

松
本
）
眼
＝
内
部
（
羽
杖
）
Λ
四
月
二

十
五
日
Ｖ
内
＝
山
恥
命
大
寺
）
和
川

　
（
八
帖
）
共
立
（
羽
根
）
外
＝
巾
沢
（

松
本
）
産
＝
遠
山
（
鴨
川
）
皮
ｉ
松
本

　
（
元
能
兄
）
耳
＝
黒
田
（
柱
）
眼
口
矢

藤
（
脂
兄
）
Λ
四
月
二
十
九
日
ｙ
内
＝

中
央
（
康
生
帛
）
水
野
（
能
兄
）
島
田

（
明
大
寺
）
外
日
水
町
（
能
見
）
産
＝

河
合
（
能
見
）
皮
口
賢
尺
幡
）
耳
＝

μ
乍
べ
眼
Ｉ
）
眼
£
ぶ
双
眼
ご
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